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北海道大学哲学会『哲学』第 56 号（2024 年 11 月）
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千
葉
惠
氏　

略
歴
と
業
績

　

一
九
五
五
年
一
月
二
七
日
生

学　
　

歴

　

一
九
七
三
年
三
月　

宮
城
県
古
川
高
等
学
校
卒
業

　

一
九
七
三
年
四
月　

慶
應
義
塾
大
学
法
学
部
政
治
学
科
入
学

　

一
九
七
七
年
三
月　

同
卒
業

　

一
九
七
七
年
四
月　

同
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
哲
学
専
攻
修
士
課
程
入
学

　

一
九
八
〇
年
三
月　

同
修
了

　

一
九
八
〇
年
四
月　

同
専
攻
博
士
課
程
入
学

　

一
九
八
四
年
三
月　

同
単
位
取
得
退
学

　

一
九
八
六
年
四
月　

Oxford University Literae H
um

aniores,　

Recognized Student

（
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
人
文
学
部
哲

学
科
認
定
学
生
（
後
に
博
士
課
程
在
学
期
間
と
し
て
認
定back dated

）

　

一
九
八
七
年
一
月　

Oxford University Literae H
um

aniores, M
.Litt.,

オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
人
文
学
部
哲
学
科（
修
士
課
程
）

入
学

　

一
九
八
八
年
九
月　

同D.Phil.,(

博
士
課
程)

移
行
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一
九
九
〇
年
二
月　

同Viva

（
口
頭
試
問
）
修
了
合
格

　

一
九
九
〇
年
五
月　

同D.Phil.in Philosophy

（
哲
学
博
士
号
）
取
得
退
学

　
　

学
位　

博
士
（
哲
学
）
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
一
九
九
〇
年
五
月

　
　

学
位
論
文:　

Aristotle on Explanation: Dem
onstrative Science and Scientific Inquiry, pp.245. (D.Phil Thesis, 

　
　
　
　
　
　
　

 University of Oxford, 1989.11).

職　
　

歴

　

一
九
八
三
年
十
月　

北
里
学
園
非
常
勤
講
師
（
哲
学
、
一
九
八
五
年
三
月
ま
で
）

　

一
九
八
四
年
四
月　

慶
應
義
塾
大
学
非
常
勤
講
師
（
古
典
ギ
リ
シ
ア
語
、
一
九
八
五
年
三
月
ま
で
）

　

一
九
八
七
年
十
月　

British Council Fellow

（
一
九
八
九
年
九
月
ま
で
）

　

一
九
九
〇
年
四
月　

北
海
道
大
学
文
学
部
総
合
文
化
論
講
座
助
教
授
（
一
九
九
五
年
三
月
ま
で
）

　

一
九
九
五
年
四
月　

同
学
部
哲
学
講
座
助
教
授
（
二
〇
〇
〇
年
三
月
ま
で
）

　

二
〇
〇
〇
年
四
月　

同
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
哲
学
講
座
助
教
授
（
二
〇
〇
五
年
二
月
ま
で
）

　

二
〇
〇
五
年
四
月　

同
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
哲
学
講
座
教
授
（
二
〇
一
八
年
三
月
ま
で
）

　

二
〇
一
八
年
四
月　

同
大
学
大
学
院
特
任
教
授
（
二
〇
二
〇
年
三
月
ま
で
）

　

二
〇
二
〇
年
四
月　

公
益
財
団
法
人
登
戸
学
寮
寮
長
（
〜
現
在
に
至
る
）
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研
究
業
績
（
抜
粋
）

著
書
（
単
著
）

一
、『
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
と
形
而
上
学
の
可
能
性
―
弁
証
術
と
自
然
哲
学
の
相
補
的
展
開
―
』、pp. 443+xiv, 

勁
草
書
房
、
二
〇
〇
二
年
二
月

二
、『
信
の
哲
学
―
使
徒
パ
ウ
ロ
は
ど
こ
ま
で
共
約
可
能
か
―
』
上
巻xx+836

、
下
巻xvi+520

北
海
道
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
八
年
二
月

著
書
（
共
著
、
分
担
単
独
執
筆
）

三
、Aristotle on Essence and Defi ning-phrase in his Dialectic, Defi nition in Greek Philosophy, ed.David Charles, pp.203-

251, (Oxford University Press 2010.8)

四
、Aristotle on Heuristic Inquiry and Dem

onstration of w
hat it is, The Oxford Handbook of Aristotle, ed.　

Christopher 

Shields pp.171-201, (Oxford University Press 2012.6)

五
、W

hat is it like to be a generalist? A Study of Healthy Being, From
 interdisciplinary perspectives, ed. W

ai Ling Lai et 

alter, pp.47-65 (Azusa Pub. 2010)

六
、「
博
物
学
者
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
と
ダ
ー
ウ
ィ
ン
―
目
的
論
的
自
然
観
と
進
化
論
は
両
立
可
能
か
」『
生
物
と
い
う
文
化
―
人
と
生
物
の
多

様
な
関
わ
り
』
北
海
道
大
学
出
版
会　

池
田
透
編pp.197-235
、pp.305

、
二
〇
一
三
年
三
月

七
、Uchim

ura Kanzo on Justifi cation by Faith in His Study of Rom
ans: A Sem

antic Analysis of Rom
ans 3: 19-31, Living 

for Jesus and Japan-The Social and Theological Thought of Uchim
ura Kanzo, ed.H.Shibuya and S.Chiba pp.162-197, 

pp.223(Eerdm
ans 2013.10).

八
、「
ア
ン
セ
ル
ム
スCur Deus Hom

o

の
「
真
っ
直
ぐ
」
に
お
け
る
正
義
」、
土
橋
、
納
富
、
栗
原
、
金
澤
編　
『
内
在
と
超
越
の
閾
』
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pp.211-225

知
泉
書
館　

二
〇
一
五
年
七
月

九
、「
時
間
と
は
何
か
ー
ク
ロ
ノ
ス
（
運
動
の
数
）
と
カ
イ
ロ
ス
（
永
遠
の
徴
）
―
」、
田
山
忠
行
編
『
時
を
編
む
人
間
―
人
文
科
学
の
時
間

論
―
』pp.217-247

、
北
海
道
大
学
出
版
会　

二
〇
一
五
年
八
月 

一
〇
、Reflections on Aristotle's M

odal Ontology, Aristotelian M
etaphysics Essays in Honour of DAVID CHARLES, 

ed.D.Bronstein, T.Johansen, M
.Peram

atzis (Oxford University Press 2024)

編
著
（
分
担
単
独
執
筆
）

一
一
、「
笑
い
の
構
造
―
ア
イ
ロ
ニ
ー
の
最
大
の
振
幅
と
し
て
の
ユ
ー
モ
ア
ー
―
」『
笑
い
力
―
人
文
学
で
ワ
ッ
ハ
ッ
ハ
―
』
北
海
道
大
学

出
版
会　

千
葉
惠
編pp.23-48
、pp.202

、
二
〇
一
一
年
三
月

一
二
、「
人
生
の
達
人
と
は
誰
の
こ
と
か
―
魂
の
徳
、
信
仰
そ
し
て
永
遠
」『
老
い
翔
る
―
め
ざ
せ
人
生
の
達
人
―
』
北
海
道
大
学
出
版
会　

千
葉
惠
編pp.49-82

、pp.218

、
二
〇
一
一
年
三
月

主
論
文
（
単
著
）

一
、「『
分
析
論
後
書
』
に
お
け
る
自
体
性
の
問
題
―epistēm

ē
の
成
立
根
拠
を
め
ぐ
っ
て
―
」、
三
田
哲
学
会
編
『
哲
学
』、
第
七
三
集
、

pp.1-24

、
三
田
哲
学
会
、
一
九
八
一
年
一
二
月

二
、「
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
『
分
析
論
後
書
』
に
お
け
る
発
見
的
探
究
論
と
論
証
」、
日
本
哲
学
会
編
『
哲
学
』、No.36

、pp.107--117

、

法
政
大
学
出
版
局
、
一
九
八
六
年
五
月

三
、Aristotle on Explanation :Dem

onstrative Science and Scientifi c Inquiry Part I, The Annual Report on Cultural 
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Science, The Faculty of Letters, H
okkaido University,XL-1(No.72), pp.1-110(Left), H

okkaido University, 1991.11, 

Aristotle on Explanation: Dem
onstrative Science and Scientific Inquiry Part II, The Annual Report on Cultural 

Science}, The Faculty of Letters, H
okkaido University, XL-2(No.73), pp.1-95(Left), H

okkaido University,1992.2

四
、ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス『
自
然
学
』Ⅱ 

９
に
お
け
る
目
的
と
必
然
性
」、日
本
西
洋
古
典
学
会
編
、『
西
洋
古
典
学
研
究
』、XLII

、pp.47-56 (

英

文
要
旨
、pp.143-144)

、
岩
波
書
店
、
一
九
九
四
年
三
月

五
、「
エ
ロ
ー
ス
と
ア
ガ
ペ
ー
―
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
と
ヘ
ブ
ラ
イ
ズ
ム
の
絆
―
」、『
北
海
道
大
学
文
学
部
紀
要
』、XLIV-2(

通
巻
第
八
六
号)

、

pp.1-47(Right)

、
北
海
道
大
学
、
一
九
九
五
年
一
二
月

六
、「
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
哲
学
に
お
け
る
方
法
論
―
形
而
上
学
の
可
能
性
を
開
く
―
」、
哲
学
会
編
、『
ギ
リ
シ
ア
・
中
世
哲
学
研
究
の
現
在
』

（『
哲
学
雑
誌
』
第
一
一
三
巻
第
七
八
五
号
）、pp.55-73

、
有
斐
閣
、
一
九
九
八
年
一
〇
月

七
、「
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
弁
証
術
に
お
け
るto ti ēn einai

（
本
質
）」、
日
本
西
洋
古
典
学
会
編
『
西
洋
古
典
学
研
究
』、XLVII

、

pp.76-86

（
英
文
要
旨
、pp.196-199
）、
岩
波
書
店
、
一
九
九
九
年
三
月

八
、「『
ロ
マ
書
』
に
お
け
る
パ
ウ
ロ
の
意
味
論
」、
北
海
道
基
督
教
学
会
編
『
基
督
教
学
』、
第36

号
、pp.1-20

、
北
海
道
基
督
教
学
会
、

二
〇
〇
一
年
六
月

九
、「『
ロ
マ
書
』
に
お
け
る
パ
ウ
ロ
の
意
味
論
―
ピ
ス
テ
ィ
ス
の
二
相
―
」、
大
貫
隆
、
月
本
昭
男
編
、『
日
本
の
聖
書
学
』、
第
八
号
、

pp.87-140

、ATD

・NTD

聖
書
註
解
刊
行
会
、
二
〇
〇
三
年
一
〇
月

一
〇
、「
ト
マ
ス
と
ル
タ
ー
に
お
け
る
信
仰
と
愛
―
徳
と
恩
寵
の
両
立
可
能
性
―
」、
中
世
哲
学
会
編
『
中
世
思
想
研
究
』XLVII

、

pp.55-72

、
二
〇
〇
五
年
九
月

一
一
、Aristotle`s Theory of Defi nition in Posterior Analytics B.10, Journals of the Graduate School of Letters, vol.3, 
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pp.1-17,H
okkaido University 2008.3.

一
二
、「
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
生
命
観
―
目
的
因
は
い
か
に
語
ら
れ
う
る
か
―
」、
認
知
神
経
科
学
会
編
『
認
知
神
経
科
学
』Vol.11.3

・4

、

pp.193-202　

二
〇
〇
九
年
一
二
月

一
三
、「
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
弁
証
術
に
お
け
る
言
語
哲
学
―
本
質
、
定
義
形
成
句
そ
し
て
意
味
表
示
の
二
重
機
能
―
」、『
北
海
道
大
学

文
学
研
究
科
紀
要
』
第
一
三
〇
号
、pp.1-67(Left)　

二
〇
一
〇
年
二
月

一
四
、「
ペ
ラ
ギ
ウ
ス
論
争
と
そ
の
調
停
者
パ
ウ
ロ
」、『
北
海
道
大
学
文
学
研
究
科
紀
要
』
第
一
三
四
号
、pp.1-29(Left) 

二
〇
一
一
年

七
月

一
五
、「
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
に
お
け
る
発
見
的
探
求
と
何
で
あ
る
か
の
論
証
」、
ギ
リ
シ
ャ
哲
学
セ
ミ
ナ
ー
編
『
ギ
リ
シ
ャ
哲
学
セ
ミ
ナ
ー

論
集
』Vol.IX/X,pp.38-56
、
二
〇
一
三
年
三
月

一
六
、A Sem

antic Analysis of Paul`s Epistle to the Rom
ans ‒Ergon and Logos- 

『
北
海
道
大
学
文
学
研
究
科
紀
要
』
第

一
四
三
号
、pp.1-97(Left), 2014.7.

一
七
、「
ア
ン
セ
ル
ム
ス
贖
罪
論
に
お
け
る
正
義
と
憐
み
の
両
立
す
る
唯
一
の
場
―
司
法
的
正
義
と
よ
り
根
源
的
な
真
っ
直
ぐ
の
正
義
―
」、

『
北
海
道
大
学
文
学
研
究
科
紀
要
』
第
一
四
八
号
、pp.1-50(Right)

、
二
〇
一
六
年
三
月

一
八
、「
ハ
イ
デ
ガ
ー
『
存
在
と
時
間
』
に
お
け
る
三
局
構
造
と
そ
の
背
景
―
全
体
存
在
へ
の
接
近
を
め
ぐ
る
信
の
哲
学
と
の
対
話
―
」、『
北

海
道
大
学
文
学
研
究
科
紀
要
』
第
一
四
九
号
、pp.1-85(Right)
、
二
〇
一
六
年
七
月

一
九
、「
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
様
相
存
在
論
―
ロ
ゴ
ス
と
エ
ル
ゴ
ン
の
相
補
的
展
開
―
」、『
北
海
道
大
学
文
学
研
究
科
紀
要
』
第
一
五
〇
号
、

pp.1-157(Left)

、
〇
一
六
年
一
二
月

二
〇
、「
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
ロ
ゴ
ス
と
エ
ル
ゴ
ン
の
相
補
性
に
よ
る
進
化
生
物
学
へ
の
挑
戦
」
北
海
道
哲
学
会
・
北
海
道
大
学
哲
学
会
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共
催
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム『
生
物
学
の
哲
学
―
目
的
論
的
自
然
観
お
よ
び
進
化
論
に
お
け
る
因
果
と
歴
史
』、北
海
道
哲
学
会
編『
哲
学
年
報
』

第
六
三
号
、pp.1-26

、
二
〇
一
七
年
三
月

二
一
、 Aristotle`s  Logikē (Art of form

al argum
ent):Theoretical foundation of Dialectic and Ontology, Journal of the 

Faculty of H
um

anities and H
um

an Sciences, Vol.15, pp.9-36, H
okkaido University 2020.3.

二
二
、「『
信
の
哲
学
』
に
至
る
半
世
紀
の
問
い
と
解
―
福
音
と
律
法
―
」、
北
海
道
大
学
哲
学
会
編
『
哲
学
』
第
五
四
号
、pp.103-134

、

二
〇
二
〇
年
九
月

二
三
、「
身
代
り
の
愛
の
力
能
」
千
葉
惠
他
編
『
方
舟
』
六
一
号
、pp.90-123

、
登
戸
学
寮　

二
〇
二
一
年
一
月

二
四
、「
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
意
味
論
―
既
知
及
び
未
知
な
も
の
ご
と
を
包
括
す
る
―
」、

東
北
大
学
倫
理
学
研
究
会
編
『
モ
ラ
リ
ア
＝M

ORALIA

』
二
八
号
、pp.3-27

、
二
〇
二
一
年
一
一
月

二
五
、「
聖
書
の
死
生
観
―
旧
約
に
お
け
る
待
望
の
蓄
積
か
ら
新
約
の
時
の
満
ち
足
り
へ
」
東
洋
英
和
女
学
院
大
学
死
生
学
研
究
所
編
『
死

生
学
年
報2022

』、pp.83-102

、
二
〇
二
二
年
三
月

二
六
、「
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
倫
理
的
実
在
論
」
東
北
大
学
倫
理
学
研
究
会
編
『
モ
ラ
リ
ア
＝M

ORALIA

』
二
九
号
、pp.85-113

、

二
〇
二
二
年
一
一
月

二
七
、「
平
和
を
造
る
二
種
類
の
正
義
―
南
原
繁
『
国
家
と
宗
教
』
を
手
掛
か
り
に
―
」
千
葉
惠
他
編
『
方
舟
』
六
三
号
、pp.90-123

、

登
戸
学
寮　

二
〇
二
三
年
一
月

二
八
、「
山
上
の
説
教
に
お
け
る
福
音
と
倫
理
」
千
葉
惠
他
編　
『
方
舟
』
六
四
号
、pp.198-287

、
登
戸
学
寮　

二
〇
二
四
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事
典
項
目

一
、「
オ
ル
ガ
ノ
ン
」(p.194)

、「
詭
弁
」(pp.324-325)

、「
矛
盾
律
」(pp.1567-1568)

、
廣
松
渉
他
編
『
岩
波 

哲
学
・
思
想
事
典
』、

岩
波
書
店
、
一
九
九
八
年
三
月

二
、「
愛
」(pp.7-10)

、「
形
相
と
質
料
」(pp.301-304)

、
永
井
均
他
編
『
事
典 

哲
学
の
木
』、
講
談
社
、
二
〇
〇
二
年
三
月

翻
訳
（
抜
粋
）

一
、
Ｄ
・
リ
ー
編
『
ウ
ィ
ト
ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
講
義I

：
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ1930-1932

年
』、pp.255+vii

、山
田
友
幸
と
共
訳
、勁
草
書
房
、

一
九
九
六
年
一
一
月

二
、『
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
『
分
析
論
後
書
』
の
翻
訳
と
注
解
』、
平
成
七
、八
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
（
基
盤
研
究
（C

）（2

））
研
究
成

果
報
告
書
（
研
究
代
表
者
：
千
葉
惠
）、pp.1-74

、
一
九
九
七
年
三
月

三
、
Ｄ
チ
ャ
ー
ル
ズ
「
異
な
る
伝
統
を
も
つ
哲
学
に
お
け
る
対
話
の
可
能
性
」、『
文
化
の
多
様
性
に
対
す
る
寛
容
を
求
め
て
』、Journal 

of Japanese Trade and Industry, Special Edition, pp.47-57

、
財
団
法
人
国
際
経
済
交
流
財
団
、
二
〇
〇
〇
年
三
月

四
、『
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
『
形
而
上
学
』
中
心
巻(VII,VIII,IX

巻)

の
翻
訳
と
註
解
』、
平
成
一
五
年
度
〜
平
成
一
七
年
度
科
学
研
究
費

補
助
金
（
基
盤
研
究
（C

））
研
究
成
果
報
告
書
（
研
究
代
表
者
：
千
葉
惠
）、pp.142+ii

、
二
〇
〇
六
年
三
月

書
評
（
抜
粋
）

一
、「
清
水
哲
郎
著
『
オ
ッ
カ
ム
の
言
語
哲
学
』、
勁
草
書
房
、1990

」、
北
海
道
大
学
哲
学
会
編
『
哲
学
』、
第
二
七
号
、pp.67-73

、

北
海
道
大
学
哲
学
会
、
一
九
九
一
年
七
月
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二
、「
塚
本
虎
二
訳
『
新
約
聖
書
』」『
本
の
ひ
ろ
ば
』2012 January

、pp.4-5

、(

『
塚
本
虎
二
訳
新
約
聖
書
』
塚
本
虎
二
訳
新
約
聖
書

刊
行
会
編
（
教
文
館　

二
〇
一
一
））

そ
の
他

一
、「
古
典
へ
の
招
待
―
聖
書
の
場
合
―I,II,III,IV

」『
パ
ピ
ル
ス
』No.16,pp.2-3, No.17,pp.18-22, No.18pp.26-31,  

No.19,pp.24-39
、
慶
應
義
塾
大
学
生
活
協
同
組
合
一
九
八
四-

一
九
八
五

二
、「『
ロ
ー
マ
書
』
に
お
け
る
神
と
ひ
と
の
信
実
」『
無
教
会
の
源
流
を
求
め
て
ー
札
幌
バ
ン
ド
の
信
仰
と
そ
の
系
譜
―
』pp.29-40

無

教
会
全
国
集
会2006

・
さ
っ
ぽ
ろ
、
二
〇
〇
七
年
二
月

三
、「
福
音
と
洗
礼
、
聖
餐
問
題
」
量
義
治
編
『
エ
ク
レ
シ
ア
』No.7.pp.1-14

、
カ
ン
ダ
エ
ク
レ
シ
ア　

二
〇
〇
七
年
三
月

四
、「
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
生
物
学
と
自
然
」『
生
物
多
様
性
と
人
類
の
未
来
』
環
境
会
議2016

春
、 pp.28-33

、
二
〇
一
六
年
三
月

在
外
研
究
、
共
同
研
究
（
抜
粋
）

文
部
省
短
期
留
学
、
英
国
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
（
一
九
九
四
年
八
月
〜
九
月
）

日
英
共
同
研
究
（
日
本
学
術
振
興
会
、British Academ

y
）
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
哲
学
科
教
授David Charles

と
共
同
研

究
。H

.17-18

研
究
課
題
名
「
本
質
と
説
明
：
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
と
現
代
の
科
学
哲
学
」(

二
〇
〇
五
年
九
月~

二
〇
〇
七
年
三
月)

、

Essence and Explanation: Aristotle and M
odern Scientifi c Essentialism

 International Collaborative Activities/Joint 

Project The British Academ
y/Japan Society for the Prom

otion of Science, Kei Chiba and David Charles 
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学
会
発
表
、
招
待
講
演
（
単
独
、
抜
粋
）

⑴ Aristotle on Essence, W
orkshop on Aristotle organizer Christopher Rapp (H

um
boldt Universit ӓt Berlin 2005.3)

⑵ Essence in Aristotle`s Topics and M
etaphysics,  O

xford W
orkshop: ‘Essence and Substance, H

istorical 

Perspectives’ organizer David Charles & Kei Chiba (Oxford University 2005.6) 

⑶ Aristotle on Essence and Defi ning-phrase in his Dialectic Conference: Aristotle on Predication  organizer Alan 

Code (Rutgers University USA 2008.10) 

⑷ Aristotle on H
euristic Enquiry and Dem

onstration of W
hat It is, Questions in Aristotle’s M

etaphysics, organizer 

David Charles (Oxford University 2010.5)

⑸ Aristotle on Predicables in the Topics, organizer M
arco Zingano (Sao Paulo University 2011.5)

⑹ Aristotle`s M
odal Analysis of Being, Defi nition and Causality in Aristotle`s M

etaphysics and Posterior Analytics 
organizer Lucas Angioni (Cam

pinas University Brazil 2011.6)

⑺ Aristotle`s Defi nition of Kinesis in Physics III1-3 -Introductory context of ‘Entelecheia Aristotle`s H
ylom

orphism
  

Conference on Aristotle`s H
ylom

orphism
 organizer David Charles (Oxford University 2012.6)

⑻ Aristotle`s Essentialism
 -Introductory Context of Essence, Kripke, Logic and Philosophy, organizer Chen Bo, 

Proceedings pp.75-94 (Bejing University 2012.8)

⑼ Aristotle`s M
ethodology-The Place of Dialectic in his Intellectual System

, Lim
its of Dialectic, organizer Jakob Fink 

(Oxford University, 2013.9)

⑽ Aristotle`s M
odal Ontology, Logic and M

oral Epistem
ology, organizer M

ika Perala (University of H
elsinki 2014.4)
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⑾ A Sem
antic Analysis of Apostle Paul`s Rom

ans, A Sem
inar on Paul`s Epistle to the Rom

ans, organizer Risto 

Saarinen (University of H
elsinki 2014.4) 

⑿ Aristotle on H
euristic Inquiry and Dem

onstration of W
hat It is,　

Philosophy and H
istory Ideas W

orkshop  

organizer Aiste Celkyte (Yonsei University Soeul　

2015.5)

⒀ Aristotle`s M
odal Ontology ‒Overcom

ing Potentiality-Actuality Reading, M
odal M

etaphysics: Issues on the (Im
)

Possible, organizer M
artin Vacek (Institute of Slovak Academ

y of Science Bratislava 2016.8)

⒁ Aristotle`s M
odal Ontology -Potentiality, the At-w

ork-ness and the Com
pleteness, Issues in 

Aristotle`s  M
odal O

ntology Taiw
an M

etaphysic Colloquim
, organizer Chin-M

u (Taiw
an N

ational University  

2015.11)

⒂ A Sem
antic Analysis of Apostle Paul`s Rom

ans, A Sem
inar, organizer Kevin Flannery.S.J. (Pontifi cia Universitas 

Gregoriana Rom
a 2016.4)


